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特集
・第４次山形市環境基本計画を策定
・災害時等に命を守る避難情報

くらし
・新型コロナワクチン接種のお知らせ
・マイナンバーカード窓口リニューアル！

光り輝く 山形の宝石



みんなで創る 豊かな自然と笑顔輝く
持続的発展可能なまち

目指す将来の環境像

～「第４次山形市環境基本計画」を策定しました～

５つの基本目標と10年後の目指す姿

○エネルギーの無駄をなくしましょう。
○省エネ性能の高い製品を選びましょう。
○住まいの購入やリフォームの際は、断熱・気密性の向上を
図りましょう。
○太陽光発電設備やペレット
ストーブなど再生可能エネ
ルギーを活用しましょう。
○太陽光発電設備と併せて災
害時の非常電源となる蓄電
池を設置しましょう。

　目指す将来の環境像を実現するために、5つの基本目標と「10年後の目指す姿」を設定します。
この基本目標に基づき施策を実施し、計画の推進を図ります。

６月は「環境月間」、６月５日は「環境の日」です。

基本目標１　
脱炭素社会
（ゼロカーボンシティ）

環境負荷の少ないライフスタイルの定着と再生可能エネルギー等の有効活
用により、2050年に二酸化炭素の排出が実質ゼロとなる、ゼロカーボンシ
ティの実現を目指します。

１０年後の目指す姿

《脱炭素に向けた取り組みが進む
　　　　　地球にやさしいまち》
・率先した省エネルギー活動が実践されています。

・再生可能エネルギーなどの地域資源が有効に
活用されています。

・次世代自動車の普及が拡大しています。

・水素などの新たなエネルギーの活用が始まって
います。

○町内会の清掃活動に参加するなど、近隣とのコミュニケーショ
ンを図り、まちの美化に努めましょう。
○住宅の新築・改築の際は、周辺の景観に配慮しましょう。
○「新しい生活様式」を実
践し、感染症に感染しな
い・させないことを意
識しましょう。
○地域の歴史文化遺産を
大切にしましょう。

１０年後の目指す姿

《健康で快適に暮らせる
　　　　　うるおいあるまち》
・きれいな大気、安全な水の恩恵を受け健康で快
適な環境が保たれています。

・美化活動や生活マナーの向上が推進され、まち
の美観が保全されています。

・歴史文化遺産を活用したまちなみ景観の形成
や、市街地の緑化が進んでいます。

○家族で環境問題について考えてみましょう。
○環境学習会や環境イベントに参加しましょう。
○環境保全活動に参加しましょう。
○市からの環境情報などを積極的に
収集しましょう。

１０年後の目指す姿

《情報が共有化され環境にやさしい
　　 ライフスタイルが広がるまち》
・環境にやさしいライフスタイルを実践する人が
増えています。

・環境保全活動へ参加する人やその活動の中核
となる人材が増えています。

○林業・農業体験や自然観察会に参加し、自然の大切さを学びま
しょう。
○地元産の農作物や木材の使用を心掛けましょう。
○在来の生態系に悪影響を
及ぼす外来生物を「いれ
ない、捨てない、拡げな
い」よう徹底しましょう。
○野生動物を誘引しないよ
う、ごみ出しマナーを徹
底しましょう。

１０年後の目指す姿

《豊かな自然の恵みを
　　　　　　未来につなぐまち》
・豊かな自然環境が維持され、多様な生物の生
息・生育環境が保たれています。

・森林整備が進み荒廃林が減少しています。

・耕作放棄地の活用など中山間地域の農林業に
活性化の兆しがみられます。

・野生動物による農作物被害や生活被害が低減
されています。

○使い捨て製品の使用や購入は控えましょう。
○エコマークなどを参考に環境にやさしい製品を購入しましょう。
○マイバッグ・マイボトルを利用しましょう。
○食べ残しなどの食品ロスを減らしましょう。
○ごみの分別や出し方のルールを守りま
しょう。

※3R活動…Reduce（リデュース）：ごみを減らす、Reuse（リユース）：繰り返し使う、Recycle（リサイクル）：再生利用する

基本目標2　
循環型社会

廃棄物の発生抑制や資源の再利用により、生産から廃棄までのライフサイクル
を通して環境負荷の少ない循環型社会の形成を目指します。

基本目標3　
自然との共生

生物多様性が適切に保たれ、社会・経済活動と自然が調和し、自然とのふれあい
の機会が確保された、人と自然が共生する社会を目指します。

基本目標4　
生活環境の保全

社会・経済活動などによる環境負荷の増大や公害の発生を防止し、生活に「うる
おい」や「やすらぎ」を与える快適な環境が確保された生活環境を保全します。

基本目標5　
環境意識の向上

あらゆる世代が環境への理解を深め、日常生活や事業活動の中で率先して環境
保全活動に取り組むよう、環境意識の向上を図ります。

１０年後の目指す姿

《３R活動※が推進され
　限りある資源を大切にするまち》
・最適な生産と消費が推進され、発生するごみが
減少しています。

・バイオマスやプラスチック資源などを有効活用
する仕組みづくりが進んでいます。

　第４次山形市環境基本計画は、令和３年度から令和12年度の10年間を計画期間とし、良好な環境の保全に関する施策の
総合的・計画的な推進を図るための長期的な方向性を示すものです。今後、この計画に基づき、市民および事業者の皆さん
と連携・協力しながら一体となって事業に取り組んでいきます。 問 環境課　☎内線６８２

「第４次山形市環境基本計画」は、市ホームページに掲載しています ➡
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● 山形市防災情報メールマガジン
市ホームページの「メールマガジン」にアクセスし、メールアドレス等
を入力するか、右の二次元コー
ドから、登録画面でメールアド
レスを入力してください。うま
く登録できないときは防災対
策課の職員がお手伝いします。

● 山形市防災対策課公式ツイッター
市ホームページの「山形市防災対策課公式ツイッ
ター」にアクセスするか、右の二次元コードを読み取
り、ご確認ください。自分のツイッターアカウントを
作成し、「山形市防災対策課公式ツイッター」をフォ
ロー・通知設定をすると、より情報を受け取りやすく
なります。

● 山形市LINE公式アカウント
ラインの友達追加からＩＤ検索または右
の二次元コードを読み取ってご登録くだ
さい。
（ＩＤ：ｙａｍａｇａｔａｃｉｔｙ）

● ヤフー防災速報
ご利用にはアプリのダウンロードが必要
です。右の二次元コードを読み取るか市
ホームページの「防災」特設ページ内の
「Yahoo!防災速報」のページから登録
ページにお進みください。

第３、第６、第９、鈴川、千歳、飯塚、椹沢、出羽、金井、
楯山、滝山、東沢、高瀬、大郷、南沼原、明治、南山形、
大曽根、山寺、蔵王、西山形、村木沢、本沢
第５、鈴川、楯山、滝山、東沢、高瀬、南山形、大曽根、
山寺、蔵王、西山形、村木沢、本沢

　原則、山形市が作成した各種ハザードマップで、被害が及ぶと想定されている地域です。災害ごとに避難の対
象となる地区が異なりますので、当てはまる地域にお住まいの方は、あらかじめハザードマップをご覧いただき、
一時避難場所や市避難所の確認など、災害の発生に備えてください。

● 一時避難場所
災害等から緊急に逃れる場所
【屋外】 公園、小中学校グラウンドなど
【屋内】 公民館、コミュニティセンター、小中学校体育館など

　新型コロナウイルス感染症が続く中でも、地震や風水害で、市避難
所を開設せざるを得ない状況になる可能性があります。危険が迫っ
たら、ためらわずに避難することが大切です。市避難所では、３密を
避ける対策を講じていきますが、感染リスクを減らすために、マスク、
体温計、アルコール消毒液などを持参してくださるようお願いしま
す。また、不安のある方は市避難所だけでなく、安全な区域にお住
まいの親戚や知人宅に避難することも考えてみましょう。

● 市避難所
自宅が被災した避難者等が一定期間滞在する場所
公民館、コミュニティセンター、小中学校・公立高校・
山形大学の体育館、市営体育館などの屋内施設など

避難を呼び掛ける対象となる地域

災害時の市避難所 開設基準

一時避難場所・市避難所
市避難所の新型コロナウイルス感染症対策

ハザードマップの種類

洪水
ハザードマップ

土砂災害
ハザードマップ

南沼原、南山形、蔵王、本沢融雪型火山泥流
ハザードマップ

被害が想定されている地区

山形市において、震度４以上の地震を観測したと
き、全ての市避難所を自動開設

災害等の状況に応じて、避難情報（【警戒レベル
3】高齢者等避難や【警戒レベル4】避難指示）を発
令したとき、全部または一部の市避難所を開設

市避難所が自動開設となるため、原則周知
は行いません。

緊急速報メールやホームページ、ＳＮＳや
テレビ・ラジオ、広報車等により、避難情報
および開設した市避難所を周知します。

災害の種類

地　震

風水害

開設基準 お知らせ

山形市から防災情報をお届けします。ぜひご登録ください！

▲ スマートフォン・パソコン ▲ ガラケー

ハザードマップは市ホームページで
ご覧いただけるほか、

下記担当課窓口で配布しています。

洪水 河川整備課
（市役所７階）

土砂
災害

融雪型
火山
泥流

防災対策課
（市役所５階）

（例）【洪水】 【土砂災害】
　　  ○氾濫危険情報（警戒レベル４相当） ○土砂災害警戒情報　 （警戒レベル４相当）
　　  ○氾濫警戒情報（警戒レベル３相当） ○大雨警報（土砂災害）（警戒レベル３相当）
※必ずしも防災気象情報と同じレベルの避難情報が、同時に発令されるわけではありません。

警戒レベル相当情報

避難に関する情報の伝達方法 ●…事前に登録する必要があるもの

危
険
度
大

危
険
度
大

　山形市では、大雨などにより、洪水や土砂災害などが発生または発生する恐れがある場合、避難が必要となる地
域に次の避難情報を発令します。今年から避難のタイミングをより明確にするため、「警戒レベル」を見直しました。
お住まいの地域に避難情報が発令された時は、迅速で適切な避難行動に移れるよう、これらの情報について理解す
るとともに、日頃からの備えをお願いします。

警戒レベルと避難行動等

市民の皆さん自分の判断で避難行動をとる際に、判断の参考とするための情報です。

災害時等に命を守る避難情報

旧 新
これまでの運用 警戒レベル 状況 とるべき行動 行動を促す情報

災害発生情報
（発生を確認した
ときに発令）

5 災害発生
または切迫

命の危険
直ちに安全確保！

緊急安全確保
※1

警戒レベル4までに必ず避難！
　　　・避難指示（緊急）
　　　・避難勧告 4 災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示

避難準備・高齢者等避難開始 3 災害のおそれあり 危険な場所から
高齢者等は避難　※2 高齢者等避難

大雨・洪水・
高潮注意報（気象庁） 2 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・

高潮注意報（気象庁）

早期注意情報（気象庁） 1 今後気象状況悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報（気象庁）

※1　警戒レベル5は、必ず発令されるものではありませんのでご注意ください。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の方も必要に応じ、外出等を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

変更点
変更前 変更後
警戒レベル５「災害発生情報」 ➡ 警戒レベル５「緊急安全確保」
警戒レベル４「避難勧告・避難指示」      ➡ 警戒レベル４「避難指示」
警戒レベル３「避難準備・高齢者等避難開始」➡ 警戒レベル３「高齢者等避難」

山
形
市
役
所

●山形市防災情報メールマガジン
○山形市防災対策課公式ツイッター
●山形市LINE公式アカウント
○緊急速報メール
○山形市公式フェイスブック
○山形市ホームページ
●ヤフー防災速報

市
民
の
皆
さ
ん○避難対象区域への広報車の巡回

○町内会、自主防災会による声掛け
○テレビやラジオ等の報道

変更

問 防災対策課　☎内線383
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● 山形市防災情報メールマガジン
市ホームページの「メールマガジン」にアクセスし、メールアドレス等
を入力するか、右の二次元コー
ドから、登録画面でメールアド
レスを入力してください。うま
く登録できないときは防災対
策課の職員がお手伝いします。

● 山形市防災対策課公式ツイッター
市ホームページの「山形市防災対策課公式ツイッ
ター」にアクセスするか、右の二次元コードを読み取
り、ご確認ください。自分のツイッターアカウントを
作成し、「山形市防災対策課公式ツイッター」をフォ
ロー・通知設定をすると、より情報を受け取りやすく
なります。

● 山形市LINE公式アカウント
ラインの友達追加からＩＤ検索または右
の二次元コードを読み取ってご登録くだ
さい。
（ＩＤ：ｙａｍａｇａｔａｃｉｔｙ）

● ヤフー防災速報
ご利用にはアプリのダウンロードが必要
です。右の二次元コードを読み取るか市
ホームページの「防災」特設ページ内の
「Yahoo!防災速報」のページから登録
ページにお進みください。

第３、第６、第９、鈴川、千歳、飯塚、椹沢、出羽、金井、
楯山、滝山、東沢、高瀬、大郷、南沼原、明治、南山形、
大曽根、山寺、蔵王、西山形、村木沢、本沢
第５、鈴川、楯山、滝山、東沢、高瀬、南山形、大曽根、
山寺、蔵王、西山形、村木沢、本沢

　原則、山形市が作成した各種ハザードマップで、被害が及ぶと想定されている地域です。災害ごとに避難の対
象となる地区が異なりますので、当てはまる地域にお住まいの方は、あらかじめハザードマップをご覧いただき、
一時避難場所や市避難所の確認など、災害の発生に備えてください。

● 一時避難場所
災害等から緊急に逃れる場所
【屋外】 公園、小中学校グラウンドなど
【屋内】 公民館、コミュニティセンター、小中学校体育館など

　新型コロナウイルス感染症が続く中でも、地震や風水害で、市避難
所を開設せざるを得ない状況になる可能性があります。危険が迫っ
たら、ためらわずに避難することが大切です。市避難所では、３密を
避ける対策を講じていきますが、感染リスクを減らすために、マスク、
体温計、アルコール消毒液などを持参してくださるようお願いしま
す。また、不安のある方は市避難所だけでなく、安全な区域にお住
まいの親戚や知人宅に避難することも考えてみましょう。

● 市避難所
自宅が被災した避難者等が一定期間滞在する場所
公民館、コミュニティセンター、小中学校・公立高校・
山形大学の体育館、市営体育館などの屋内施設など

避難を呼び掛ける対象となる地域

災害時の市避難所 開設基準

一時避難場所・市避難所
市避難所の新型コロナウイルス感染症対策

ハザードマップの種類

洪水
ハザードマップ

土砂災害
ハザードマップ

南沼原、南山形、蔵王、本沢融雪型火山泥流
ハザードマップ

被害が想定されている地区

山形市において、震度４以上の地震を観測したと
き、全ての市避難所を自動開設

災害等の状況に応じて、避難情報（【警戒レベル
3】高齢者等避難や【警戒レベル4】避難指示）を発
令したとき、全部または一部の市避難所を開設

市避難所が自動開設となるため、原則周知
は行いません。

緊急速報メールやホームページ、ＳＮＳや
テレビ・ラジオ、広報車等により、避難情報
および開設した市避難所を周知します。

災害の種類

地　震

風水害

開設基準 お知らせ

山形市から防災情報をお届けします。ぜひご登録ください！

▲ スマートフォン・パソコン ▲ ガラケー

ハザードマップは市ホームページで
ご覧いただけるほか、

下記担当課窓口で配布しています。

洪水 河川整備課
（市役所７階）

土砂
災害

融雪型
火山
泥流

防災対策課
（市役所５階）

5 2021.6.1



○補助対象住宅
・山形市地域防災計画に掲載の土砂災害危険区域内の住宅
・土砂災害防止法に基づく土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内の住宅
※対象住宅の該当有無や条件については防災対策課までお問い合わせください。

　土砂災害やがけ地の崩壊等により、市民の生命に危険を及ぼす地域から安全な地域へ住宅を建て替
え移転する場合に補助する制度です。

○申込期限
令和4年度に移転予定の方
は、7月30日までお申し込
みください。

土砂災害ハザードマップを更新しました

　土砂災害には、「がけ崩れ」「地すべり」「土石流」の３つの種類があり、これらが発生するときには、多くの場合、
何らかの前兆現象が現れます。次のような現象に気付いたら、周囲の人に知らせるとともに、市役所や消防本部、
町内会長や自主防災組織の長へも連絡し、いち早く安全な場所に避難することが大事です。

土砂災害や急な大雨に備えましょう
～ ６月は「土砂災害防止月間」です ～

避難について、あらかじめ考えていただくとともに、
地域独自の防災マップ作成や避難訓練等にご活用ください。

土砂災害警戒区域等を示した図に、
これらの危険な区域からの避難を検
討するために必要な避難場所や災
害時の情報伝達方法などを掲載して
います。

土砂災害
ハザードマップって何？

令和３年３月に山形県が見直
しを行った土砂災害警戒区
域等の内容に更新したほか、
浸水想定区域についても、
昨年示された新たなものに
更新しました。

何が変わったの？
6月から順次、山形市指定地区に全
戸配布するほか、市役所５階の防災
対策課窓口、山形市指定地区内コ
ミュニティセンター、公民館でも入
手することができます。また、市ホー
ムページでダウンロードできます。

どうやって入手するの？

問 防災対策課　☎内線380

土砂災害の特徴と前兆現象

特徴
斜面の地表に近
い部分が、雨水
の浸透や地震等
でゆるみ、突然、崩れ落ちる現象。
崩れ落ちるまでの時間がごく短い
ため、人家の近くでは逃げ遅れ
も発生し、人命を奪うことが多い。

主な前兆現象
・がけにひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧き水が止まる・濁る
・地鳴りがする

❶がけ崩れ
特徴
斜面の一部ある
いは全部が地下
水の影響と重力
によってゆっくりと斜面下方に移
動する現象。土塊の移動量が大
きいため、甚大な被害が発生。

主な前兆現象
・地面がひび割れ・陥没
・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り・山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生

❷地すべり
特徴
山腹や川底の
石、土砂が長
雨や集中豪雨
などによって一気に下流へと押し
流される現象。時速 20～40km
という速度で一瞬のうちに人家や
畑などを壊滅させてしまうことも。

主な前兆現象
・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、流木が混ざ
り始める

・腐った土の匂いがする
・降雨が続くのに川の水位が下がる
・立木が裂ける音や石がぶつかり 
  合う音が聞こえる

❸土石流

土砂災害・がけ地近接等住宅移転補助金制度のお知らせ
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○補助対象住宅
・山形市地域防災計画に掲載の土砂災害危険区域内の住宅
・土砂災害防止法に基づく土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内の住宅
※対象住宅の該当有無や条件については防災対策課までお問い合わせください。

　土砂災害やがけ地の崩壊等により、市民の生命に危険を及ぼす地域から安全な地域へ住宅を建て替
え移転する場合に補助する制度です。

○申込期限
令和4年度に移転予定の方
は、7月30日までお申し込
みください。

土砂災害ハザードマップを更新しました

　土砂災害には、「がけ崩れ」「地すべり」「土石流」の３つの種類があり、これらが発生するときには、多くの場合、
何らかの前兆現象が現れます。次のような現象に気付いたら、周囲の人に知らせるとともに、市役所や消防本部、
町内会長や自主防災組織の長へも連絡し、いち早く安全な場所に避難することが大事です。

土砂災害や急な大雨に備えましょう
～ ６月は「土砂災害防止月間」です ～

避難について、あらかじめ考えていただくとともに、
地域独自の防災マップ作成や避難訓練等にご活用ください。

土砂災害警戒区域等を示した図に、
これらの危険な区域からの避難を検
討するために必要な避難場所や災
害時の情報伝達方法などを掲載して
います。

土砂災害
ハザードマップって何？

令和３年３月に山形県が見直
しを行った土砂災害警戒区
域等の内容に更新したほか、
浸水想定区域についても、
昨年示された新たなものに
更新しました。

何が変わったの？
6月から順次、山形市指定地区に全
戸配布するほか、市役所５階の防災
対策課窓口、山形市指定地区内コ
ミュニティセンター、公民館でも入
手することができます。また、市ホー
ムページでダウンロードできます。

どうやって入手するの？

問 防災対策課　☎内線380

土砂災害の特徴と前兆現象

特徴
斜面の地表に近
い部分が、雨水
の浸透や地震等
でゆるみ、突然、崩れ落ちる現象。
崩れ落ちるまでの時間がごく短い
ため、人家の近くでは逃げ遅れ
も発生し、人命を奪うことが多い。

主な前兆現象
・がけにひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧き水が止まる・濁る
・地鳴りがする

❶がけ崩れ
特徴
斜面の一部ある
いは全部が地下
水の影響と重力
によってゆっくりと斜面下方に移
動する現象。土塊の移動量が大
きいため、甚大な被害が発生。

主な前兆現象
・地面がひび割れ・陥没
・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り・山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生

❷地すべり
特徴
山腹や川底の
石、土砂が長
雨や集中豪雨
などによって一気に下流へと押し
流される現象。時速 20～40km
という速度で一瞬のうちに人家や
畑などを壊滅させてしまうことも。

主な前兆現象
・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、流木が混ざ
り始める

・腐った土の匂いがする
・降雨が続くのに川の水位が下がる
・立木が裂ける音や石がぶつかり 
  合う音が聞こえる

❸土石流

土砂災害・がけ地近接等住宅移転補助金制度のお知らせ

問　 文化振興課　☎内線769

地
域

貢献！
チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

問　 企画調整課　☎内線222

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

　
 

　 

「
御
殿
堰ぜ

き

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　「
山
形
五
堰
」
と
い
え
ば
、
城
下
町
山
形
の
大
切
な
歴
史
的
遺
産
で
す

が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
御
殿
堰
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。
平
成
22
年
に
「
水
の
町
屋 
七
日
町
御
殿
堰
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
続
く
最
近
の
動

き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
に
山
形
市
が
策
定
し
た
「
山
形
市
中
心
市
街
地
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
御
殿
堰
沿
い
を
戦
略
的
景
観
構
築
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
、

回
遊
性
の
あ
る
魅
力
的
な
空
間
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
跡
の
再
開
発
に
合
わ
せ
、
水
の
町
屋

の
堰せ

き

を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
商
業
施
設「
ル
ル
タ
ス
」が
完
成
し
ま
し
た
。

間
も
な
く
店
舗
も
入
居
し
て
営
業
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
県
税
理
士
会
館
沿
い
の
御
殿
堰
を
改
修
し
石
堤
化
も
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
、
都
市
計
画
道
路
諏
訪
町
七
日
町
線
の
拡
幅
工
事
に
合
わ
せ
、

御
殿
堰
と
そ
の
周
辺
を
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
に
し
て
い
く
「
七
日
町
歴
史

と
文
化
活
用
街
区
整
備
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
料
亭
や
蔵
な
ど
歴
史

的
な
建
物
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

最
大
限
に
生
か
し
、
幹
線
道
路
か
ら
一
本

入
る
と
御
殿
堰
沿
い
の
小
道
を
ゆ
っ
た
り

と
歩
く
こ
と
が
で
き
、
脇
に
は
店
舗
が
並

ぶ
空
間
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
御
殿
堰
は
寺
町
か
ら
霞
城
公
園
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。
現
在
堰
が
ふ
た
を
さ
れ
隠

れ
て
い
た
り
、
建
物
の
隙
間
を
窮
屈
そ
う

に
流
れ
て
い
た
り
し
ま
す
が
、
歩
い
て
楽

し
い
、
魅
力
あ
る
水
路
と
し
て
徐
々
に
再

生
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲七日町 御殿堰

映像で山形の魅力再発見 Part 3
『山形ラ～メン ～麺と スープと あっつい心と～』を再配信！
　第 30 回 Creative Café「映像で山形の魅力再発見」
で、お披露目オンライン上映を行った最新短編ドキュ
メンタリー作品を再上映します。今回配信するのは、
ラーメン外食費全国 1位を誇る山形市のラーメン文化
を取り上げた『山形ラ～メン ～麺と スープと あっつ
い心と～』です。特別映像として、当作品の佐藤哲哉
監督と山形市のラーメン店「大沼食堂」大沼豊さんの
対談を併せてお送りします。ぜひご覧ください。
６月26日㈯・27日㈰
ユネスコ創造都市やまがた公式ホームページ上
(creative-yamagata.jp)
〈上映作品〉
『山形ラ～メン ～麺と スープと あっつい心と～』
（2021/23分/佐藤哲哉監督）

▲映画の一場面

山形商工会議所青年部
　山形商工会議所青年部では、少子化対策や中心市街地
活性化など地域が抱える課題に対し、地域再生に向けた
事業・活動を行っています。特に、独身男女へ出会いの
場を提供する“街コン“企画は毎年人気を博しています。
　昨年度は、山形市コミュニティファンドを活用し、例
年とは趣向を変えた形での街コン「2020 YAMAGATA 
マスクde街コン」を開催しました。感染防止対策を徹
底し、参加者全員がマスクを着用しての開催となりまし
たが、マスクを着用することで、内面重視で本当に自分
の性格に合った相手を見つける婚活をテーマとしました。
　当日は 53人の方が参加し、９組のカップルが誕生。
多くの方に街コンを楽しんでいただくことができまし
た。
　詳細が気になる方は、ぜひお問い合わせください。

山形商工会議所青年部（担当：石澤）
☎ 622-4666
E-mail：machikon@y-yeg.jp

▲マスクde街コンの様子
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Ｓ
Ｌ
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

ア
ニ
メ
の
影
響
で
最
近
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
十
日
町
４
丁
目
の
第
二
公

園
に
展
示
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車（
Ｓ

Ｌ
）。「
よ
り
き
れ
い
な
S
Ｌ
を
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
株
式
会
社
鈴
木

美
装
様
が
、
塗
装
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
、
佐
藤
市
長
か
ら
鈴
木
圭

一
社
長
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

現
在
行
っ
て
い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
的
に

な
っ
た
Ｓ
Ｌ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
心
市
街
地
で
街
な
か
マ
ル
シ
ェ

3
月
下
旬
に
旧
大
沼
山
形
本
店
の
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
部
分
を
中
心
に
し
て
「
街
な
か
マ

ル
シ
ェ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
一
部
内
容

を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
は
、
農
産
物
や
市
内
の
ホ
テ

ル
・
料
亭
の
弁
当
な
ど
を
販
売
す
る
テ
ン
ト

が
立
ち
並
び
、
街
ゆ
く
人
は
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
21
日
に
は
山
形
交
響
楽
団

に
よ
る
街
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
中

心
市
街
地
に
は
美
し
い
音
色
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

山
形
城
Ｃ
Ｇ
で
よ
み
が
え
る
！

市
民
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
霞
城
公
園
内

の
山
形
城
本
丸
御
殿
を
、
東
京
工
業
大
学
の

平
井
聖き
よ
し

名
誉
教
授
監
修
の
も
と
、
３
６
０
度

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
Ｃ
Ｇ
）

で
復
元
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｇ
は
、
４
月
23
日
か

ら
山
形
城
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
た
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト
Ｖ
Ｒ
や
映
像
で
当
時
の
本
丸
御

殿
の
様
子
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｃ

Ｇ
で
よ
み
が
え
っ
た
江
戸
時
代
の
山
形
城
本

丸
御
殿
を
ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

▲CGで復元された本丸御殿全体像

▲本丸御殿玄関のCG

山形城公式ホーム
ページはこちら➡

見て 触れて 癒されてください

ん
が
わ
文
庫
」
は
、
約
30
年
続
い

て
い
る
山
形
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
、
読
み
聞
か
せ
や
手
作

り
の
布
お
も
ち
ゃ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
布
お
も
ち
ゃ
は

約
1
0
0
作
品
。
誰
で
も一度
は
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
よ
う
な
絵
本
が
モ
チ
ー
フ
に

な
って
い
る
物
な
ど
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
よ

う
な
、
手
作
り
で
心
温
ま
る
物
ば
か
り
で

す
。　昨

年
、
長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け

て
き
た
先
輩
が
転
居
な
ど
で
辞
め
る
こ
と

に
な
り
、
会
を
閉
じ
よ
う
か
と
い
う
話
が

あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
幼
稚
園
の
保

護
者
会
で
閉
会
を
知
っ
た
田
中
さ
ん
が
、

仲
間
た
ち
と一緒
に
会
を
引
き
継
ぐ
こ
と

を
申
し
出
た
そ
う
で
す
。

　幼
稚
園
の
読
み
聞
か
せ
で
知
り
合
っ
た

と
い
う
皆
さ
ん
で
す
が
、
最
初
は
手
探
り

の
状
態
か
ら
始
め
た
と
話
す
田
中
さ
ん
。

　「サ
ー
ク
ル
を
引
き
継
い
で
約
1
年
が

経
ち
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
読
み
聞
か
せ
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
読
み
聞
か
せ
の
活

動
な
ど
が
な
か
な
か
難
し
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
引
き
継
い
で
か
ら
、

ど
ん
な
作
品
が
あ
る
の
か
把
握
し
き
れ
て

い
な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
準
備
期
間
と
捉
え
て
、
作
品
を
整
理

す
る
時
間
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
公
園
で
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
向

け
て
読
み
聞
か
せ
を
し
た
時
は
、
予
想
以

上
に
良
い
反
応
で
驚
き
ま
し
た
。
布
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
く
な
って
い
る
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
嬉
し
そ
う
に
語

り
ま
す
。

　「小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
こ
ら
れ
る

方
も
い
て
、
ち
ょっ
と
し
た
息
抜
き
の
場
所

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
く
れ
る
メ
ン

バ
ー
も
募
集
中
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ一緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
人
と
協

力
し
て
何
か
を
す
る
の
は
、
自
分
に
も
周

り
に
も
い
い
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
皆
さ
ん
の
雰
囲
気

か
ら
、
活
動
の
や
り
が
い
が
伝
わ
って
き
ま

す
。　え

ん
が
わ
文
庫
は
、
毎
週
金
曜
日
に
図

書
館
の
2
階
で
活
動
し
て
い
て
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
、
す
て
き
な

作
品
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

な
た
の
お
気
に
入
り
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

た

　な

　か

み

　
か

　
こ

え
「

あ

▲布絵本で読み聞かせをする えんがわ文庫のみなさん

※

撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。

え
ん
が
わ
文
庫
代
表 

田
中 

美
佳
子
さ
ん
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勤
労
者
向
け
融
資
制
度

◆ 

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
「
応
援
し
ま
す
！
未

来
の
主
役
た
ち
！
」

　

お
子
さ
ん
が
県
内
に
就
職
・
就
業
し
た
場

合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
元
金

３
０
０
万
円
を
限
度
に
、
教
育
基
金
協
会
か

ら
年
２・０
％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

融
資
金
利
が
年
２・00
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、

融
資
金
利
が
利
子
補
給
率
に
な
り
ま
す
。

〈 

融
資
使
途
〉
大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門

学
校
等
の
学
資
金
や
住
居
・
生
活
資
金

〈
融
資
限
度
額
〉
２
千
万
円

〈 

利
率
〉
年
１
・75
〜
２
・25
％
（
金
利
タ
イ

プ
お
よ
び
返
済
期
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
保
証
料
は
東
北
労
働
金
庫
負
担
）

〈 

返
済
期
間
〉
最
長
20
年

※ 

在
学
期
間
中
は
、元
金
据
え
置
き
が
で
き
ま
す
。

◆
生
活
応
援
ロ
ー
ン

　
生
活
で
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
し
ま
す
。

〈 

融
資
使
途
〉
教
育
、
福
祉
、
自
動
車
購
入
、

生
活
全
般
の
４
種
類

〈 

融
資
限
度
額
〉１
０
０
万
円
以
内
〜
３
０
０

万
円
以
内

〈 

利
率
〉
年
１
・25
〜
２
・75
％
（
固
定
金
利
。

使
用
用
途
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
保
証
料

は
東
北
労
働
金
庫
が
負
担
）

〈 

返
済
期
間
〉
７
〜
10
年

〈 

対
象
〉
労
働
組
合
の
な
い
会
社
な
ど
に
１

年
以
上
お
勤
め
の
方

■申
い
ず
れ
も
、
東
北
労
働
金
庫
（
☎
６
３
１

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

電
話
相
談
の
み
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

行
政
困
り
ご
と
相
談
所

■時

 

６
月
26
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

■所

 

西
部
公
民
館

■内

 

行
政
に
関
す
る
苦
情
・
意
見
、
身
の
回

り
で
困
っ
て
い
る
こ
と
等
の
相
談
受
け

付
け
（
秘
密
厳
守
）

■講〈 

相
談
員
〉
行
政
相
談
員
、「
き
く
み
み
山

形
」（
総
務
省
山
形
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
）

■問

 

市
民
相
談
課
（
☎
内
線
２
５
４
）

６
月
市
議
会
定
例
会

■時

 

６
月
17
日
㈭
〜
７
月
２
日
㈮
（
予
定
）

■内

 

議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

は
、
６
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
の
２
日
間

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
会
議
、

予
算
委
員
会
、
全
員
協
議
会
の
模
様
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
・
録

画
配
信
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
い
日
程
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問

 

議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
６
４
２-

８
４

０
４
）

-

０
５
１
１
）
へ

※ 

詳
し
い
制
度
の
内
容
は
、

東
北
労
働
金
庫
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
雇
用
創
出
課
（
☎
内
線
４
１
１
）

イ
ク
ボ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
イ
ク
ボ
ス
と
は
、「
部
下
や
従
業
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
、
応
援
し

な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、

自
ら
も
仕
事
と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
上
司
」
の
こ
と
で
す
。

　
上
司
の
イ
ク
ボ
ス
度
が
上
が
れ
ば
、
時
間
外

労
働
を
減
ら
す
工
夫
や
子
育
て
や
介
護
に
対
す

る
理
解
が
進
み
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
山
形
市
で
は
、
平
成
28
年
１
月
に
佐
藤
市
長

が
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
経
営
者
、管
理
職
の
み
な
さ
ん
、「
イ
ク
ボ
ス
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

無
料
法
律
相
談

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」

■時

 

６
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■内

 

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
に
よ
る
電

話
ま
た
は
面
談
の
相
談
受
け
付
け

■申

 

６
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ

特
別
天
然
記
念
物
「
カ
モ
シ
カ
」
を

見
掛
け
た
ら

　

カ
モ
シ
カ
は
６
月
頃
に
出
産
期
に
な
り
ま

す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

カ
モ
シ
カ
を
発
見
し
た
ら
、
大
声
を
出
し
た

り
追
い
掛
け
た
り
せ
ず
、
静
か
に
そ
の
場
を

立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

カ
モ
シ
カ
の
幼
獣
を
見
掛
け
て
も
、
親
が
近

く
に
い
る
の
で
、
触
れ
ず
に
立
ち
去
っ
て
く

だ
さ
い
。
幼
獣
は
野
生
復
帰
が
困
難
に
な
る

の
で
、
安
易
に
捕
獲
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

動
け
な
く
な
っ
て
い
る
カ
モ
シ
カ
が
い
て
も
、

興
奮
し
て
暴
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問

 

文
化
振
興
課
（
☎
内
線
６
２
６
）

山
形
市
認
証
保
育
所

　
市
で
は
、
国
の
基
準
に
加
え
て
、
市
独
自
の

よ
り
高
い
基
準
を
満
た
し
た
施
設
を
認
証
保
育

所
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
認
証
施
設
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
施
設
名
〉
鈴
川
恵
保
育
園

〈
所
在
地
〉
鈴
川
町
１-

２- 

27

〈
定
員
〉
45
人

〈
連
絡
先
〉
☎
６
４
１-

２
８
２
８

主
な
認
証
の
基
準

・ 

保
育
従
事
者
の
４
分
の
３
以
上
が
有
資
格
者

・ 

１
歳
６
カ
月
未
満
児
の
給
食
の
自
園
調
理

・ 

０
歳
児
の
受
け
入
れ
実
績

【市ホームページ】

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等
で中止・延期となったもの
については、こちらから→

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
医
療
機
関
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
５
月
26
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
接
種
で
き
る
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
や
ま
が
た
５

月
15
日
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
等
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
な
く
使
用
す
る
た
め
、
医

療
機
関
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
ワ
ク
チ

ン
を
当
日
受
診
し
て
い
る
方
に
接
種
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
接
種
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
受
診
時
に
は
接
種
券
を
お
持

ち
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
新
の
接
種
可
能
な
医
療
機
関

一
覧
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
、
窓
口
の
増
設
に
併

せ
て
、
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

■所
 

市
役
所
１
階
市
民
サ
ロ
ン

■内〈 
対
応
手
続
き
〉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
（
前
日
ま
で
要
予
約
）、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

　

〈
受
付
時
間
〉

　
　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
は

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
臨
時
開
庁
（
月
４
回
程
度
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。
開
庁
日
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問

 

市
民
課
（
☎
内
線
３
５
２
）

「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調

査
」
の
回
答
を
お
忘
れ
な
く

　
６
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
全
国
全
て

の
事
業
所
を
対
象
に
、「
令
和
３
年
経
済
セ
ン

サ
ス
ー
活
動
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
経

済
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
大
切
な
調
査
で
す

の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で
の
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
資
料
作
成

の
目
的
以
外
に
は
絶
対
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

■問

 

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

新
し
い
家
で
記
念
樹
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か

　
市
内
に
自
己
居
住
用
の
家
屋
を
新
築
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
新
築
さ
れ
た
家
屋
を
購
入
さ
れ
た

方
に
記
念
樹
と
な
る
苗
木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

・
樹
木
（
苗
木
）
リ
ス
ト

〈 

落
葉
樹
〉
ウ
メ
、
コ
ブ
シ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、

サ
ン
シ
ュ
ユ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

〈 

常
緑
樹
〉
キ
ャ
ラ
ボ
ク
、
サ
ザ
ン
カ
、
ギ
ン

モ
ク
セ
イ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ

■申

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
書
類
（
建
物

引
渡
書
等
の
写
し
）
を
添
え
て
公
園
緑

地
課
へ

※ 

完
成
・
購
入
後
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
随
時

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

■問
 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
２
８
）

菊
苗
販
売
会

　
山
形
市
菊
花
同
好
会
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
菊

苗
を
販
売
し
ま
す
。

■時

 

６
月
13
日
㈰
午
前
６
時
〜
７
時
30
分

■所

 

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
本
店
駐
車
場
（
旅
篭
町
）

■問

 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
３
）

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
・
電

子
ゲ
ー
ム
機
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
使
用
済
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
金
や
銀
、
レ

ア
メ
タ
ル
な
ど
の
有
用
金
属
を
国
内
で
再
資
源

化
し
、
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
、
家
庭
か
ら
出

る
使
用
済
小
型
家
電
（
対
象
品
に
限
る
）
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
後
は
再
資
源
化
事

業
者
に
引
き
渡
し
を
行
い
、
分
解
・
破
砕
・
精

錬
の
の
ち
大
切
な
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

■内〈 

対
象
品
目
〉
家
庭
で
使
用
済
み
の
パ
ソ

コ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
モ
ニ
タ
を
除
く
）、

携
帯
電
話
、
電
子
ゲ
ー
ム
機
、
ワ
ー
プ

ロ
な
ど
46
品
目

　

〈 

回
収
方
法
〉
市
役
所
、
公
民
館
（
中
央

公
民
館
を
除
く
）
に
設
置
し
て
い
る
専

用
ボ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
、
ご
み
減
量
推
進

課
窓
口
、
市
が
指
定
す
る
再
資
源
化
事

業
者
で
常
時
回
収

※ 

個
人
情
報
は
事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
３
年
度
の
再
資
源
化
事
業
者
は
、㈱
高
良

山
形
営
業
所
（
☎
６
４
７-

５
０
８
１
）で
す
。

※ 

対
象
品
目
や
回
収
方
法
、
休
業
日
な
ど
詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問

 

ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
９
８
）

ご
案
内

-

０
５
１
１
）
へ

※ 

詳
し
い
制
度
の
内
容
は
、

東
北
労
働
金
庫
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
雇
用
創
出
課
（
☎
内
線
４
１
１
）

イ
ク
ボ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
イ
ク
ボ
ス
と
は
、「
部
下
や
従
業
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
、
応
援
し

な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、

自
ら
も
仕
事
と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
上
司
」
の
こ
と
で
す
。

　
上
司
の
イ
ク
ボ
ス
度
が
上
が
れ
ば
、
時
間
外

労
働
を
減
ら
す
工
夫
や
子
育
て
や
介
護
に
対
す

る
理
解
が
進
み
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
山
形
市
で
は
、
平
成
28
年
１
月
に
佐
藤
市
長

が
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
経
営
者
、管
理
職
の
み
な
さ
ん
、「
イ
ク
ボ
ス
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

無
料
法
律
相
談

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」

■時

 

６
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■内

 

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
に
よ
る
電

話
ま
た
は
面
談
の
相
談
受
け
付
け

■申

 

６
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし）　持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし）　問 問い合わせ

山形市からの
お知らせ
山形市役所

〒990 8540 旅篭町二丁目3番25号
☎641 1212（代表）
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勤
労
者
向
け
融
資
制
度

◆ 
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
「
応
援
し
ま
す
！
未

来
の
主
役
た
ち
！
」

　

お
子
さ
ん
が
県
内
に
就
職
・
就
業
し
た
場

合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
元
金

３
０
０
万
円
を
限
度
に
、
教
育
基
金
協
会
か

ら
年
２・０
％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

融
資
金
利
が
年
２・00
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、

融
資
金
利
が
利
子
補
給
率
に
な
り
ま
す
。

〈 

融
資
使
途
〉
大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門

学
校
等
の
学
資
金
や
住
居
・
生
活
資
金

〈
融
資
限
度
額
〉
２
千
万
円

〈 

利
率
〉
年
１
・75
〜
２
・25
％
（
金
利
タ
イ

プ
お
よ
び
返
済
期
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
保
証
料
は
東
北
労
働
金
庫
負
担
）

〈 

返
済
期
間
〉
最
長
20
年

※ 

在
学
期
間
中
は
、元
金
据
え
置
き
が
で
き
ま
す
。

◆
生
活
応
援
ロ
ー
ン

　
生
活
で
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
し
ま
す
。

〈 

融
資
使
途
〉
教
育
、
福
祉
、
自
動
車
購
入
、

生
活
全
般
の
４
種
類

〈 

融
資
限
度
額
〉１
０
０
万
円
以
内
〜
３
０
０

万
円
以
内

〈 

利
率
〉
年
１
・25
〜
２
・75
％
（
固
定
金
利
。

使
用
用
途
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
保
証
料

は
東
北
労
働
金
庫
が
負
担
）

〈 

返
済
期
間
〉
７
〜
10
年

〈 

対
象
〉
労
働
組
合
の
な
い
会
社
な
ど
に
１

年
以
上
お
勤
め
の
方

■申
い
ず
れ
も
、
東
北
労
働
金
庫
（
☎
６
３
１

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

電
話
相
談
の
み
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

行
政
困
り
ご
と
相
談
所

■時

 

６
月
26
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

■所

 

西
部
公
民
館

■内

 

行
政
に
関
す
る
苦
情
・
意
見
、
身
の
回

り
で
困
っ
て
い
る
こ
と
等
の
相
談
受
け

付
け
（
秘
密
厳
守
）

■講〈 

相
談
員
〉
行
政
相
談
員
、「
き
く
み
み
山

形
」（
総
務
省
山
形
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
）

■問

 

市
民
相
談
課
（
☎
内
線
２
５
４
）

６
月
市
議
会
定
例
会

■時

 

６
月
17
日
㈭
〜
７
月
２
日
㈮
（
予
定
）

■内

 

議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

は
、
６
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
の
２
日
間

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
会
議
、

予
算
委
員
会
、
全
員
協
議
会
の
模
様
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
・
録

画
配
信
し
て
い
ま
す
。

※ 
詳
し
い
日
程
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問

 

議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
６
４
２-

８
４

０
４
）

-

０
５
１
１
）
へ

※ 

詳
し
い
制
度
の
内
容
は
、

東
北
労
働
金
庫
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
雇
用
創
出
課
（
☎
内
線
４
１
１
）

イ
ク
ボ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
イ
ク
ボ
ス
と
は
、「
部
下
や
従
業
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
、
応
援
し

な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、

自
ら
も
仕
事
と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
上
司
」
の
こ
と
で
す
。

　
上
司
の
イ
ク
ボ
ス
度
が
上
が
れ
ば
、
時
間
外

労
働
を
減
ら
す
工
夫
や
子
育
て
や
介
護
に
対
す

る
理
解
が
進
み
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
山
形
市
で
は
、
平
成
28
年
１
月
に
佐
藤
市
長

が
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
経
営
者
、管
理
職
の
み
な
さ
ん
、「
イ
ク
ボ
ス
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

無
料
法
律
相
談

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」

■時

 

６
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■内

 

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
に
よ
る
電

話
ま
た
は
面
談
の
相
談
受
け
付
け

■申

 

６
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ

特
別
天
然
記
念
物
「
カ
モ
シ
カ
」
を

見
掛
け
た
ら

　

カ
モ
シ
カ
は
６
月
頃
に
出
産
期
に
な
り
ま

す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

カ
モ
シ
カ
を
発
見
し
た
ら
、
大
声
を
出
し
た

り
追
い
掛
け
た
り
せ
ず
、
静
か
に
そ
の
場
を

立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

カ
モ
シ
カ
の
幼
獣
を
見
掛
け
て
も
、
親
が
近

く
に
い
る
の
で
、
触
れ
ず
に
立
ち
去
っ
て
く

だ
さ
い
。
幼
獣
は
野
生
復
帰
が
困
難
に
な
る

の
で
、
安
易
に
捕
獲
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

動
け
な
く
な
っ
て
い
る
カ
モ
シ
カ
が
い
て
も
、

興
奮
し
て
暴
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問

 

文
化
振
興
課
（
☎
内
線
６
２
６
）

山
形
市
認
証
保
育
所

　
市
で
は
、
国
の
基
準
に
加
え
て
、
市
独
自
の

よ
り
高
い
基
準
を
満
た
し
た
施
設
を
認
証
保
育

所
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
認
証
施
設
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
施
設
名
〉
鈴
川
恵
保
育
園

〈
所
在
地
〉
鈴
川
町
１-

２- 

27

〈
定
員
〉
45
人

〈
連
絡
先
〉
☎
６
４
１-

２
８
２
８

主
な
認
証
の
基
準

・ 

保
育
従
事
者
の
４
分
の
３
以
上
が
有
資
格
者

・ 

１
歳
６
カ
月
未
満
児
の
給
食
の
自
園
調
理

・ 

０
歳
児
の
受
け
入
れ
実
績

【市ホームページ】

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等
で中止・延期となったもの
については、こちらから→
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・ 
開
所
時
間
が
11
時
間
30
分
以
上
（
延
長
を

含
む
）

　
こ
の
他
、
保
険
の
加
入
、
健
康
管
理
、
施
設

の
設
備
な
ど
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
利
用

料
金
、
入
所
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
施
設
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

制
度
に
つ
い
て
は
、
保
育
育
成
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問

 

保
育
育
成
課
（
☎
内
線
５
４
５
）

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
雨
水
管
整
備
工
事
に
伴
い「
終
日
車
線
減
少
」

の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
迂う

回か
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■時

 

６
月
１
日
〜
９
月
下
旬
（
予
定
）

■所

 

西
回
り
バ
イ
パ
ス
（
主
要
地
方
道 

山
形

上
山
線
）
あ
か
ね
ケ
丘
１
丁
目
地
内

■問

 

上
下
水
道
部
雨
水
施
設
建
設
室
（
☎
内

線
５
９
８
）

清住町
3丁目

山形市立
商業高校

工事箇所

あかねケ丘
1丁目

西
回
り
バ
イ
パ
ス

やよい
1丁目

271

51

か
ら
の
元
気
ア
ッ
プ
（
栄
養
）、
お
口
か

ら
の
元
気
ア
ッ
プ
（
口
腔
）、活
動
力
ア
ッ

プ
（
閉
じ
こ
も
り
予
防
）、
認
知
症
予
防

（
脳
ト
レ
）、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
（
う

つ
予
防
）、
介
護
予
防
全
般

■対

 

参
加
者
が
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、

主
催
が
住
民
で
あ
る
こ
と

■申

 

実
施
希
望
日
か
ら
１
カ
月
前
ま
で

※ 

活
動
時
間
は
、
１
時
間
〜
１
時
間
半
で
す
。

※ 

会
場
の
確
保
な
ど
は
、
各
団
体
で
お
願
い
し

ま
す
。

■問

 

長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
８
）

馬
見
ヶ
崎
河
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会

（
７
月
分
）

■時

 

６
月
10
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜

■所

 

市
役
所
９
階
公
園
緑
地
課

■問

 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え（
６
月
分
）

■所

 

城
西
町
４
丁
目
、
大
字
中
野

■問

 

上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５-

１
１

７
７
）

補　
助

私
立
高
等
学
校
生
徒
学
費
補
助

　
私
立
高
等
学
校
に
在
籍
（
通
信
制
を
除
く
）

食
品
営
業
許
可
・
届
け
出
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　

６
月
１
日
に
改
正
食
品
衛
生
法
が
施
行
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
「
食
品
営
業
許
可
制
度
」
が

大
幅
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
許
可
対
象
以
外
の

ほ
と
ん
ど
の
食
品
事
業
所
は「
食
品
営
業
届
出
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■内〈 

新
た
な
許
可
業
種
〉
水
産
製
品
製
造
業
、

漬
物
製
造
業
、
液
卵
製
造
業
、
密
封
包
装

食
品
製
造
業
、
食
品
の
小
分
け
業 

な
ど

　
〈 

届
け
出
が
必
要
な
事
業
者
〉山
菜
の
塩
蔵
、

海
苔
加
工
、
カ
ッ
ト
野
菜
、
コ
ー
ヒ
ー
豆

の
量
り
売
り
、
八
百
屋
、
弁
当
販
売
、
冷

凍
食
品
の
販
売 

な
ど

※ 

許
可
・
届
け
出
が
必
要
な
事
業
者
、
仮
設
店

舗
の
営
業
者
等
は
、「
食
品
衛
生
責
任
者
」

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
生
活
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問

 

生
活
衛
生
課
（
☎
６
１
６-

７
２
８
０
）

地
域
で
介
護
予
防
に
取
り
組
む
団
体
を

応
援
し
ま
す

　
65
歳
以
上
の
方
が
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
身
近
な
集
会
所
な

ど
で
介
護
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
、

講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

■時〈 

講
師
派
遣
可
能
期
間
〉
令
和
４
年
２
月

28
日
ま
で
（
年
度
内
に
１
回
の
み
）

■内〈 

活
動
内
容
〉
筋
力
ア
ッ
プ
（
運
動
）、
食

し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
が
山
形
市
民
で
、
生

活
保
護
世
帯
、
ま
た
は
保
護
者
の
市
・
県
民
税

の
所
得
割
額
の
合
計
額
が
５
万
円
以
内
（
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
等
の
控
除
前
の

市
・
県
民
税
所
得
割
額
の
合
計
で
判
断
）
の
場

合
、
年
額
３
万
５
千
円
を
補
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
在
籍
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
在
籍
学
校
へ

提
出
と
な
り
ま
す
。

■問

 

学
校
教
育
課
（
☎
内
線
４
８
３
）

空
き
家
の
除
却
費
用
助
成

◆
市
街
化
区
域
空
き
家
除
却
補
助
事
業

〈
空
き
家
の
要
件
〉
次
の
全
て
に
該
当
す
る
空

き
家

・ 

周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ま
た
は
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
空
き
家
で
、
老
朽
危
険
空

き
家
除
却
補
助
事
業
に
よ
る
補
助
金
を
受
け

ら
れ
な
い
も
の

・ 

市
街
化
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の

・ 

建
築
物
の
再
建
築
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
可

能
な
敷
地
上
に
所
在
す
る
も
の

〈
対
象
者
〉
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
方

の
相
続
人

〈
対
象
者
の
所
得
要
件
〉
対
象
者
の
属
す
る
世

帯
に
高
額
所
得
者
が
い
な
い
こ
と

〈
補
助
金
額
〉
補
助
対
象
経
費
の
50
％
（
上
限

50
万
円
）

〈
募
集
戸
数
〉
先
着
３
戸
程
度

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし）　持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし）　問 問い合わせ
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◆
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
補
助
事
業

〈
空
き
家
の
要
件
〉
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
ま
た
は
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
空
き
家（
国

が
定
め
る「
不
良
住
宅
」に
該
当
す
る
建
築
物
）

〈
対
象
者
〉
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
方

の
相
続
人

〈
補
助
金
額
〉
補
助
対
象
経
費
の
40
％
（
上
限

１
０
０
万
円
）

〈
募
集
戸
数
〉
先
着
３
戸
程
度

■申

 

い
ず
れ
も
、
６
月
７
日
か
ら
受
け
付
け

■問

 

管
理
住
宅
課
（
☎
内
線
４
７
１
）

募　
集

「
山
形
市
地
産
地
消
の
店
」
募
集

　
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
を
食
材
と
し
て
活
用

す
る
飲
食
店
等
を
「
山
形

市
地
産
地
消
の
店
」
と
し

て
認
定
し
ま
す
。
認
定
店

に
は
認
定
証
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
資
材
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
認
定
店
の
情
報
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
山
形
市
の
お
宝
紹
介
サ
イ
ト
「
タ
カ
ラ
の

山
ガ
タ
」
で
も
紹
介
し
ま
す
。

■対

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
内
の
店

〈
料
理
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
〉

　
　

 

山
形
市
を
含
む
村
山
地
域
の
市
町
村
で
生

産
さ
れ
る
農
産
物
を
10
品
目
以
上
使
用

し
、
そ
の
中
に
山
形
市
産
の
も
の
が
お
お

む
ね
５
品
目
以
上
含
ま
れ
る
こ
と

　
　

 〈
麺
店（
そ
ば
、う
ど
ん
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
）〉

村
山
地
域
産
そ
ば
粉
ま
た
は
小
麦
粉
の
使

用
量
が
お
お
む
ね
50
％
以
上
で
あ
る
こ
と

（
そ
ば
に
関
し
て
は
そ
ば
粉
の
使
用
量
に

対
す
る
使
用
割
合
）

※ 

右
記
の
ほ
か
、
米
を
使
用
す
る
場
合
は
山
形

産
米
で
あ
る
こ
と
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
適
正
な

産
地
表
示
を
す
る
こ
と
も
条
件
と
な
り
ま
す
。

■申

 

８
月
31
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の

申
請
書
を
記
入
の
上
、
農
政
課
内
市
地

産
地
消
の
店
認
定
委
員
会
事
務
局
へ

※ 
申
請
書
は
農
政
課
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■問

 

農
政
課
内
市
地
産
地
消
の
店
認
定
委
員

会
事
務
局
（
☎
内
線
４
３
１
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

■時

 

６
月
26
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

■所

 

ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

※ 

視
聴
の
み
の
方
は
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
23
階 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

■内「 

子
ど
も
食
堂
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

■対

 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
：
先
着
30
人 

　
　

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
視
聴
：
先

着
20
人

■申

 

６
月
１
日
〜
22
日
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

男女共同参画宣言都市事業
6月23日~29日は男女共同参画週間です
令和３年度キャッチフレーズ「女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ」
◆6月21日~25日パネル展示「男女共同参画早わかり」ほか
■所 市役所1階エントランスホール、市総合福祉センター 1階交流ロビー
◆男女共同参画に関する「一行詩」と「写真」を募集しています
募集作品 一行詩部門 写真部門
応募期間 6月10日～ 7月31日 6月10日～ 8月16日

テ ー マ
日頃感じる男女共同参画の一コマや、明るい未来に向
けて男女共同参画や女性活躍に対する想

おも
いが伝わるも

の

「新しい生活様式」の中で男女共同参画を感じた印象的
な１コマや、生活の中で男女が生き生きと活動してい
るもの

備　　考

短い言葉でつづった自由な形式の詩です。大学・一般
の部と中学・高校の部があります。

四つ切の単写真で、印画紙にプリントしてあるもの、
またはデータ提出できるもの(カラー・モノクロ問わ
ず)。デジタルカメラ・スマートフォンで撮影したもの
はA4サイズも可(高校生以下の方は2Lサイズ可)。

○ 応募方法　作品に、住所、氏名(フリガナ)、年齢(高校生以下の方は学校名、学年)、電話番号、写真部門は作品
のタイトル・作品へのコメントを記入の上、郵送、Eメール(fala@city.yamagata-yamagata.lg.jp)または直接
〒990-0832城西町2-2-22男女共同参画センターへ(Eメールの場合は件名に「一行詩応募」または「写真応募」
と明記。一行詩部門はFAX( 645-8055)での応募も可)

※ 応募は各部門1人3点までです。応募作品は、自作で未発表のもの、肖像権・
プライバシー等問題がないものに限ります。
※ 応募作品は返却できません。応募作品の著作物使用に関する権利は市に帰属し
ます。

■問 市男女共同参画センター（☎645-8077）

【一行詩メールフォーム】【写真メールフォーム】

山形市からのお知らせ
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※ 

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■費

 

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
、
記
念
写
真
代
等
）

■申

 

６
月
18
日
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
事
務
局
へ
（suposui@

city.yam
agata-yam

agata.lg.jp

）

（
電
話
で
の
申
込
み
も
可
）

■問

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
協
議
会
事
務
局
（
☎
内
線
６
３
３
）

蔵
王
自
然
観
察
会

■時

 

７
月
４
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

■所

 

蔵
王
温
泉
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
（
現

地
集
合
・
現
地
解
散
）

■講

 

市
自
然
環
境
調
査
会

■内

 

動
植
物
・
昆
虫
等
の
専
門
家
の
話
を
聞

き
な
が
ら
自
然
散
策

■対

 

先
着
25
人

■費

 

50
円
（
傷
害
保
険
料
）

■申

 

６
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
環
境
課
へ

■問

 

環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

市
少
年
自
然
の
家
の
催
し

■問

 

☎
６
４
３-

８
５
３
３

◆
わ
ん
ぱ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

■時

 

７
月
24
日
㈯
〜
25
㈰

■内

 

ハ
イ
キ
ン
グ
、
炊
飯
活
動
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

■対

 

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
20
人（
抽
選
）

■費

 

２
千
円
程
度

■持

 

水
筒
、
雨
具
、
敷
物
、
軍
手
、
腕
時
計
、

リ
ュ
ッ
ク
、
筆
記
用
具
、
内
履
き
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
洗
面
用
具

■申

 

６
月
１
日
〜
７
月
７
日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
市
少
年
自
然
の
家
へ

◆
森
の
昆
虫
見
つ
け
隊

■時

 

７
月
30
日
㈮
・
31
日
㈯
、８
月
１
日
㈰

■講

 

日
本
蝶
類
科
学
学
会
理
事 

横
倉
明
氏

■内

 

専
門
講
師
と
採
集
を
し
て
標
本
作
り
。
昆

虫
研
究
の
方
法
を
学
ぶ

■対

 

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
親
子
10
組

（
抽
選
）

■費

 

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
）

■持

 

弁
当
、
補
虫
網
・
虫
か
ご　

※ 

お
持
ち
の
方
は
、標
本
セ
ッ
ト
、菓
子
箱
（
標

本
入
れ
）、
三
角
紙
（
購
入
も
可
能
）

■申

 

６
月
１
日
〜
７
月
２

日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
市

少
年
自
然
の
家
へ

べ
に
街
道
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
１

■時

 

６
月
12
日
㈯
〜
７
月
11
日
㈰

■内

 

紅
花
を
使
用
し
た
創
作
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
や
、
紅
花
の
展
示
、
ク
イ
ズ
な
ど

　
〈 

参
加
施
設
〉
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
山

【市少年自然の家
 ホームページ】

形
七
日
町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
、
山
形

駅
西
口
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
、

山
形
国
際
ホ
テ
ル
、
山
形
ま
る
ご
と
館
紅

の
蔵
、
水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
、
七
日

町
商
店
街
振
興
組
合
な
ど

※ 

ク
イ
ズ
用
紙
は
各
参
加
施
設
に
あ
り
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
グ
ッ

ズ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■問

 

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課（
☎
内
線
４
１
３
）

教
室・講
座

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
講
座

「
源
氏
物
語
」紫
式
部
が
伝
え
た
か
っ
た
事

■時

 

６
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■所

 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴
覚
室

■講

 

東
北
文
教
大
学
短
期
大
学
部　
特
任
教
授

　
　
熊
谷
義
隆
氏

■対

 

先
着
20
人

■申

 

電
話
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

※ 

１
歳
以
上
未
就
学
児
の
無
料
託
児
あ
り
（
６

月
14
日
ま
で
要
予
約
）

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

消
防
本
部
救
急
救
命
課
の
講
習

■問
☎
６
３
４-

１
１
９
３

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

６月の花ごよみ
■問 野草園（☎634-4120）

・上旬 ニッコウキスゲ ‥‥‥‥‥ ～中旬
 カキツバタ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヒオウギアヤメ ‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヒメサユリ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヤマボウシ ‥‥‥‥‥‥‥ ～下旬
・中旬 ベニバナヤマシャクヤク
 ノハナショウブ ‥‥‥‥‥ ～７月上旬
 ヤマホタルブクロ ‥‥‥‥ ～７月上旬
 ヒツジグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～９月上旬
・下旬 ウツボグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～７月上旬
 エゾアジサイ ‥‥‥‥‥‥ ～７月中旬
 ヤナギラン ‥‥‥‥‥‥‥ ～７月中旬

◎ 野草園ブログで最新の開花状況をご覧ください。

◎ 6月14日㈪まで
　休まず開園します。

ニッコウキスゲ▶

https://www.yasouen.jp

山形市からのお知らせ

メ
ー
ル
（center@

yam
agata-npo.

jp
）
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■問

 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７-

２
２
６
０
）

結
婚
相
談
会

■時

 

６
月
16
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

■所

 

市
役
所
７
階
７
０
１
Ａ
会
議
室

■講「 

や
ま
が
た
し
良
縁
隊
」
メ
ン
バ
ー

■内

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
に
よ
る
結
婚
相
談

■対

 

結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
や

そ
の
家
族
等
先
着
10
人
程
度

■申

 

電
話
で
企
画
調
整
課
へ

■問

 

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

若
者
支
援
事
業
「
リ
ア
塾
」

第
９
期
生
募
集

　
今
期
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
入
門
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
等
の
講
座
、
全
７
回
を
予
定
。
新
し
い
仲
間

と
出
会
い
、
楽
し
み
を
見
つ
け
、
自
信
に
つ
な

げ
る
「
リ
ア
塾
」
に
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■時

 

７
月
８
日
㈭
、
８
月
４
日
㈬
、
９
月
９

日
㈭
、
10
月
21
日
㈭
・
23
日
㈯
、
11
月

11
日
㈭
、
12
月
９
日
㈭
の
午
後
７
時
〜

９
時
が
中
心

■所

 

市
内
の
公
民
館
等

■対

 

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
原
則
全
て
参
加

で
き
る
20
〜
35
歳
程
度
の
独
身
男
女
20

人
（
抽
選
）

■費

 

活
動
内
容
に
応
じ
て
実
費
負
担

■申

 

６
月
28
日
ま
で
に
、
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル

（shakyo@
city.yam

agata-yam
a

gata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

職
業
を
記
入
の
上
、
社
会
教
育
青
少
年

課
へ

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
受
講
が
決
定
し
た
方
に
は
後
日
別
途

ご
案
内
し
ま
す
。

■問
 

社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
４
５
８
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■内〈 

募
集
住
宅 

〉【
一
般
用
・
優
遇
措
置
あ
り
】

鈴
川
第
二・五
十
鈴
・
馬
見
ヶ
崎
・
桧
町
・

深
町
・
き
た
ま
ち
ア
パ
ー
ト

■申

 

６
月
３
日
〜
９
日
に
、
県
す
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７-

０
７
８
１
）
へ

※ 

随
時
入
居
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問

 

管
理
住
宅
課
（
☎
内
線
４
７
３
）

山
形
ま
る
ご
と
市　
出
店
者
募
集

　
地
元
の
特
産
品
や
採
れ
た
て
の
農
産
物
な
ど

を
販
売
す
る
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆ 

山
寺
会
場
（
宝
珠
橋
公
園
）：
６
月
〜
11
月

の
土
・
日
曜
日
、
祝
日 

午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

◆ 

蔵
王
温
泉
会
場
（
緑
屋
駐
車
場
）：
６
月
〜

10
月
10
日
の
毎
週
日
曜
日 

午
前
６
時
〜
８
時

◆ 

西
蔵
王
会
場
（
野
草
園
駐
車
場
料
金
所
付

近
）：
９
月
19
日
・
20
日 

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時

◆ 

高
瀬
会
場
（
軽
ト
ラ
市 

べ
に
ば
な
ト
ン
ネ

ル
高
瀬
側
出
口
付
近
）：
５
月
〜
10
月
の
第

２
、
第
４
日
曜
日　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■申

 

電
話
で
観
光
戦
略
課
へ

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■問

 

観
光
戦
略
課
内
山
形
ま
る
ご
と
市
実
行

委
員
会
（
☎
内
線
４
２
３
）

イ
ベ
ン
ト

山
形
ま
る
ご
と
館　
紅
の
蔵
の
催
し

■問

 

☎
６
７
９-

５
１
０
１

◆
企
画
展
示
「
山
寺
と
紅
花
展
」

■時

 

６
月
８
日
㈫
〜
７
月
18
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
６
時

■内

 

山
形
を
代
表
す
る
花
、
紅
花
に
ま
つ
わ

る
紹
介
展
示

◆
６
月
の
十
日
市

　
和
紙
で
紅
花
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
！

■時

 

６
月
10
日
㈭
午
前
11
時
〜
、
正
午
〜

■対

 

各
回
先
着
８
人

■申

 

６
月
１
日
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
山
形

ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
へ

市
立
図
書
館
の
催
し

■問

 

６
２
４-

０
８
２
２

◆
お
は
な
し
の
広
場

■時

 

６
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

■所

 

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■講〈 

読
み
手
〉
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小

荷
駄
の
み
ど
り
か
ら
…
」

■内

 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演
、
本

の
紹
介 

他

■対

 

幼
児
〜
小
学
生
先
着
15
人

◆
外
国
語
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

■時

 

６
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

■所

 

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■講

 

市
国
際
交
流
員 

デ
ィ
ー
ン 

ブ
レ
ー
氏
・

鄭
美
穂
氏

■内

 

英
語
と
韓
国
語
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

■対

 

幼
児
〜
小
学
生
先
着
８
人

■申

 

６
月
１
日
か
ら
、電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（

６
２
４-

０
８
２
３
）
で
市
立
図
書
館
へ

令
和
３
年
度
山
形
市
民
登
山

（
南
蔵
王
登
山
）

■時

 

７
月
10
日
㈯
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時

■講

 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

■内

 

蔵
王
刈
田
駐
車
場
（
発
）
↓
刈
田
峠
↓
屏

風
岳
↓
刈
田
峠
（
途
中
休
憩
、昼
食
あ
り
）

↓
蔵
王
刈
田
駐
車
場
（
着
）
累
計
標
高

差
５
８
７
ｍ

■対

 

小
学
４
年
生
以
上
の
方
先
着
30
人

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし）　持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし）　問 問い合わせ
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※ 
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■費
 

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
、
記
念
写
真
代
等
）

■申

 

６
月
18
日
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
事
務
局
へ
（suposui@

city.yam
agata-yam

agata.lg.jp

）

（
電
話
で
の
申
込
み
も
可
）

■問

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
協
議
会
事
務
局
（
☎
内
線
６
３
３
）

蔵
王
自
然
観
察
会

■時

 

７
月
４
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

■所

 

蔵
王
温
泉
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
（
現

地
集
合
・
現
地
解
散
）

■講

 

市
自
然
環
境
調
査
会

■内

 

動
植
物
・
昆
虫
等
の
専
門
家
の
話
を
聞

き
な
が
ら
自
然
散
策

■対

 

先
着
25
人

■費

 

50
円
（
傷
害
保
険
料
）

■申

 

６
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
環
境
課
へ

■問

 

環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

市
少
年
自
然
の
家
の
催
し

■問
 

☎
６
４
３-

８
５
３
３

◆
わ
ん
ぱ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

■時

 
７
月
24
日
㈯
〜
25
㈰

■内

 

ハ
イ
キ
ン
グ
、
炊
飯
活
動
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

■対

 

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
20
人（
抽
選
）

■費

 

２
千
円
程
度

■持

 

水
筒
、
雨
具
、
敷
物
、
軍
手
、
腕
時
計
、

リ
ュ
ッ
ク
、
筆
記
用
具
、
内
履
き
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
洗
面
用
具

■申

 

６
月
１
日
〜
７
月
７
日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
市
少
年
自
然
の
家
へ

◆
森
の
昆
虫
見
つ
け
隊

■時

 

７
月
30
日
㈮
・
31
日
㈯
、８
月
１
日
㈰

■講

 

日
本
蝶
類
科
学
学
会
理
事 

横
倉
明
氏

■内

 

専
門
講
師
と
採
集
を
し
て
標
本
作
り
。
昆

虫
研
究
の
方
法
を
学
ぶ

■対

 

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
親
子
10
組

（
抽
選
）

■費

 

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
）

■持

 

弁
当
、
補
虫
網
・
虫
か
ご　

※ 

お
持
ち
の
方
は
、標
本
セ
ッ
ト
、菓
子
箱
（
標

本
入
れ
）、
三
角
紙
（
購
入
も
可
能
）

■申

 

６
月
１
日
〜
７
月
２

日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
市

少
年
自
然
の
家
へ

べ
に
街
道
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
１

■時

 

６
月
12
日
㈯
〜
７
月
11
日
㈰

■内

 

紅
花
を
使
用
し
た
創
作
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
や
、
紅
花
の
展
示
、
ク
イ
ズ
な
ど

　
〈 

参
加
施
設
〉
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
山

【市少年自然の家
 ホームページ】

形
七
日
町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
、
山
形

駅
西
口
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
、

山
形
国
際
ホ
テ
ル
、
山
形
ま
る
ご
と
館
紅

の
蔵
、
水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
、
七
日

町
商
店
街
振
興
組
合
な
ど

※ 

ク
イ
ズ
用
紙
は
各
参
加
施
設
に
あ
り
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
グ
ッ

ズ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■問

 

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課（
☎
内
線
４
１
３
）

教
室・講
座

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
講
座

「
源
氏
物
語
」紫
式
部
が
伝
え
た
か
っ
た
事

■時

 

６
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■所

 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴
覚
室

■講

 

東
北
文
教
大
学
短
期
大
学
部　
特
任
教
授

　
　
熊
谷
義
隆
氏

■対

 

先
着
20
人

■申

 

電
話
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

※ 

１
歳
以
上
未
就
学
児
の
無
料
託
児
あ
り
（
６

月
14
日
ま
で
要
予
約
）

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
）

消
防
本
部
救
急
救
命
課
の
講
習

■問
☎
６
３
４-

１
１
９
３

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

６月の花ごよみ
■問 野草園（☎634-4120）

・上旬 ニッコウキスゲ ‥‥‥‥‥ ～中旬
 カキツバタ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヒオウギアヤメ ‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヒメサユリ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヤマボウシ ‥‥‥‥‥‥‥ ～下旬
・中旬 ベニバナヤマシャクヤク
 ノハナショウブ ‥‥‥‥‥ ～７月上旬
 ヤマホタルブクロ ‥‥‥‥ ～７月上旬
 ヒツジグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～９月上旬
・下旬 ウツボグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～７月上旬
 エゾアジサイ ‥‥‥‥‥‥ ～７月中旬
 ヤナギラン ‥‥‥‥‥‥‥ ～７月中旬

◎ 野草園ブログで最新の開花状況をご覧ください。

◎ 6月14日㈪まで
　休まず開園します。

ニッコウキスゲ▶

https://www.yasouen.jp

山形市からのお知らせ
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■対

 

市
内
在
勤
・
在
住
の
女
性
15
人
（
抽
選
）

■費

 

５
０
０
円

■持

 

ス
タ
ン
ド
タ
イ
プ
の
鏡
・
メ
イ
ク
道
具

（
ア
イ
ブ
ロ
ウ
あ
れ
ば
）

■申

 

６
月
17
日
（
必
着
）
ま
で
に
、は
が
き
、Ｆ

Ａ
Ｘ
（
６
２
５-

２
１
５
０
９
）、
Ｅ-

メ

ー
ル
（fukubunsen@

city.yam
agata.

yam
agata.lg.jp

）の
い
ず
れ
か
に
、
講

座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

託
児
の
有
無
を
記
入
の
上
、
福
祉
文
化
セ

ン
タ
ー
へ（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

■問

 

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２-

５
１

８
１
）

山
野
草
の
育
て
方
教
室

■時

 

６
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

■所

 

野
草
園
内
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
ピ
ロ
テ
ィ

■講

 

蔵
王
園
芸
店　
佐
藤
祐
一
氏

■内

 

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
、
ナ
ツ
エ
ビ
ネ
、
ダ
イ

モ
ン
ジ
ソ
ウ
の
寄
せ
植
え
（
実
技
）、
育

て
方
に
つ
い
て
の
説
明

■対

 

先
着
13
人

■費

 

入
園
料
込
み
２
、５
０
０
円
（
高
校
生
以

下
２
、２
０
０
円
）

■申

 

電
話
で
野
草
園
へ

■問

 

野
草
園
（
☎
６
３
４-

４
１
２
０
）

バ
ス
の
乗
り
方
講
座

■時

 

６
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■所

 

山
交
バ
ス
本
社
（
清
住
町
）

w
ith a deeper appreciation of 
hum

anity.  

■対

 

各
回
先
着
６
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

多
文
化
紹
介
講
座
「
外
国
料
理
教
室　

マ
レ
ー
シ
ア
編
」

■時

 

６
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

■所

 

東
部
公
民
館
料
理
実
習
室

■内

 

チ
キ
ン
・
ル
ン
ダ
ン
（
鶏
の
ス
パ
イ
ス

煮
込
み
）、
ナ
シ
レ
ー
マ
（
コ
コ
ナ
ッ
ツ

ミ
ル
ク
ご
飯
）
の
調
理　

■対

 

先
着
10
人

※ 

当
協
会
の
会
員
の
入
会
が
必
要
で
す
。

■費

 

千
円

■持

 

食
器
拭
き
用
布
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

２
つ

■申

 

電
話
ま
た
は
直
接
国
際
交
流
協
会
へ

※ 

調
理
の
み
で
試
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

会
員
の
入
会
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問

 

国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７-

２
２
７
７
）

ア
イ
メ
イ
ク
講
座

■時
 

６
月
25
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■所
 

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
部
公
民
館
）

■講

 
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

真
田
節

子
氏

■内

 

マ
ス
ク
顔
を
表
情
豊
か
に
見
せ
る
ア
イ

メ
イ
ク
の
コ
ツ
と
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
託

児
あ
り
）

タ
イ
ム
の
部
屋
へ
生
配
信

■対

 

５
歳
〜
12
歳
各
回
先
着
９
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

　

 

６
月
の
絵
本
は
『
オ
リ
ビ
ア 

サ
ー
カ
ス
を

す
く
う
』

　

“O
LIVIA  Saves the Circus”

■時

 

６
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰
正
午
〜
午
後
１

時
、
午
後
２
時
〜
３
時

■講

 

ジ
ニ
ー 

デ 

ラ 

フ
エ
ン
テ
氏
、
デ
ィ
ー

ン 

ブ
レ
ー
氏

■対
 

５
歳
〜
12
歳
各
回
先
着
９
人

■申
 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

■時

 

一
般
向
け
：
６
月
12
日
㈯

　
　
中
・
高
校
生
向
け
：
６
月
13
日
㈰

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■講

 

市
日
韓
交
流
員 
鄭
美
穂
氏

■対

 

各
回
先
着
９
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
「Read and D

iscuss

」

■時

 

６
月
17
日
㈭ 

・
24
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

■講

 

デ
ィ
ー
ン 

ブ
レ
ー
氏

■内

 This m
onth w

e w
ill read and 

discuss excerpts from
 English 

literature as selected by our 
gro

u
p
.T
h
ro
u
gh
 lite

ratu
re 

w
e see the w

orld at large, 
ourselves and our ow

n culture 

■時
 

６
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

■所
 

消
防
本
部 

西
消
防
署
（
西
崎
）

■内

 
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
）

■対

 

先
着
20
人
程
度

※ 

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
電
子
学
習
）
の
利
用
者

も
受
講
で
き
ま
す
（
受
講
証
明
書
が
必
要
）。

②
普
通
救
命
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
Ⅰ

■時

 

６
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
11
時

■所

 

消
防
本
部　
西
消
防
署
（
西
崎
）

■内

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
）

■対

 

９
カ
月
以
内
に
救
命
入
門
コ
ー
ス
の
受

講
し
た
方
先
着
20
人
程
度

※
■申

 

①
・
②
の
い
ず
れ
も
電
話
で
救
急
救

命
課
へ
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

■問

 

☎
６
４
７-

２
２
７
５

◆
Ｕ
Ｓ
Ａ
大
学
生
と
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

■時

 

６
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

■講

 

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学 

大
学
生 

ヨ
シ
ノ 

ミ
チ
コ
氏
・
ブ
レ
ー 

デ
ィ
ー
ン
氏

■内

 

Ｕ
Ｓ
Ａ
の
大
学
生
た
ち
が
翻
訳
し
た
世

界
の
物
語
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし）　持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし）　問 問い合わせ
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■内
 

山
交
バ
ス
の
職
員
か
ら
バ
ス
の
乗
り
方
、

時
刻
表
の
見
方
な
ど
を
学
ぶ
。
各
自
の

乗
り
方
シ
ー
ト
を
作
成

■対

 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
先
着
16
人

■申

 

６
月
18
日
ま
で
、
電
話
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
☎

６
７
４-

０
８
０
４
）ま
た
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

■問

 

長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
５
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い

介
護
予
防

■時

 

６
月
９
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
午

後
１
時
30
分
開
場
）

■所

 

北
部
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル

■内

 

市
保
健
所
長
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
踏
ま
え
た
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
の
講
話

■対

 

65
歳
以
上
の
方
先
着
40
人

■申

 

６
月
２
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

■問

 

長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
８
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■時

 

６
月
22
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■所

 

市
役
所
11
階
大
会
議
室

■講

 

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

■内

 

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と
接
す

る
時
の
心
構
え
な
ど
に
関
す
る
講
話

■対

 

先
着
40
人

■申

 

６
月
２
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

■問

 

長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
８
）

公
民
館
の
催
し

東
部
公
民
館

■問

 

☎
６
４
２-

５
１
８
１

◆
親
子
ヨ
ガ

■時
 

６
月
21
日
㈪
午
前
10
時
〜
、
午
前
11
時
〜

（
各
回
50
分
程
度
。
い
ず
れ
か
１
回
の
み
）

■講

 
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

■内

 

産
後
の
骨
盤
を
整
え
る
体
操
と
親
子
の

触
れ
あ
い

■対

 

３
カ
月
〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
母

親
各
回
先
着
５
組

■持

 

バ
ス
タ
オ
ル

■申

 

６
月
３
日
〜
11
日
に
、
電
話
で
東
部
公

民
館
へ

元
木
公
民
館

■問

 

☎
６
３
１-

６
５
５
１

◆「
お
な
か
の
菌
学
」
で
絶
好
腸
！

■時

 

６
月
23
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

■講

 

腸
を
キ
レ
イ
に
す
る
推
進
委
員
会
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

■内

 

腸
や
腸
内
細
菌
の
働
き
、
乳
酸
菌
の
選

び
方
等
の
講
話

■対

 

先
着
20
人

■申

 

６
月
８
日
か
ら
、
電
話
で
元
木
公
民
館
へ

◆
大
人
の
施
設
見
学
会

■時

 

６
月
29
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■内

 

元
木
公
民
館（
発
）
↓
野
草
園
で
の
ガ
イ

ド
ウ
オ
ー
ク
↓
平
清
水
焼
の
陶
芸
体
験
↓

元
木
公
民
館（
着
）

■対

 

先
着
20
人

■費

 

昼
食
代
、
陶
芸
体
験
代
（
１
、３
２
０
円
）

■申

 

６
月
23
日
ま
で
に
、
電
話
で
元
木
公
民
館
へ

南
部
公
民
館

■問

 

☎
６
４
１-

６
７
０
１

◆
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

■時

 

６
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
（
２
時

間
程
度
）

■所

 

南
部
体
育
館

■講

 

県
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
指
導
部
長 

加

藤
政
彦
氏

■内

 

ル
ー
ル
を
学
び
、
対
戦
や
ゲ
ー
ム
を
す
る

■対

 

小
学
生
先
着
15
人

■持

 

内
履
き

■申
 

６
月
５
日
〜
12
日
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
南
部
公
民
館
へ

西
部
公
民
館

■問

 

☎
６
４
５-

１
２
２
３

◆
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
子
ど
も
絵
画
教
室
Ⅰ

■時

 

７
月
３
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

■講

 

山
形
県
美
術
連
盟
会
員 

山
形
一
水
会  

田
中
利
幸
氏　

■内

 

ミ
テ
カ
ク
○
○
○　
へ
〜
ん
し
ん
！

■対

 

小
学
生
先
着
12
人

■持

 

水
彩
画
用
の
道
具
一
式
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色

鉛
筆
、
鉛
筆
（
２
Ｂ
・
３
Ｂ
）

■申

 

６
月
25
日
ま
で
に
、
電
話
で
西
部
公
民

館
へ 

中
央
公
民
館

■問

 

☎
６
２
３-

２
１
５
０

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座　
「
表
計
算
入
門
」

■時

 

７
月
７
日
㈬
〜
９
日
㈮
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
３
回
）

■内

 

基
本
操
作
と
簡
単
な
関
数
を
利
用
し
た

表
作
成

■対

 

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
10
人
（
抽
選
）

■費

 

８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■持

 

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

■申

 

６
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き

（
〒
９
９
０-

０
０
４
２ 

山
形
市
七
日
町

一
丁
目
２
番
39
号
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
３

３-

９
８
０
４
）
の
い
ず
れ
か
で
、
講
座

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
中
央
公
民
館
へ

※ 

当
選
者
の
み
、
６
月
26
日
ま
で
に
通
知
を
発

送
し
ま
す
。

山形市からのお知らせ

お詫びと訂正　 ■問企画調整課　☎内線220　　広報やまがた５月１日号３ページでお知らせしました山形連携中枢都
市圏の地図について一部誤りがありました。お詫びして訂正します。正しい地図は、市ホームページから広報やまがた
５月１日号３ページをご覧ください。17 2021.6.1
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 ６月29日㈫午後１時15分～２時45分頃
　（午後１時から受け付け）
  霞城セントラル３階消費生活センター研修室
  助産師、栄養士、歯科衛生士の講話、個別相談（希
望者のみ）

※ 感染症予防のため、体験型の教室はありません。
 初産で妊娠週数16～33週ころの方先着12組

※ 経産婦の方で参加希望の方はご相談ください。
 母子健康手帳、母子健康手帳副読本
 ６月16日から、電話で母子保健課へ
 母子保健課　☎ 647-2280

 12月31日まで（年末は医療機関の診療日まで）
  本年度に40歳・50歳・60歳・70歳になる方（現在歯
を治療している方、定期健診を受けている方を除く）
  40歳・50歳・60歳の方…1,300円（市民税非課税世
帯等の方は無料。事前に健康増進課で申請が必要）、
70歳の方…無料
  受診券が必要。事前に電話で健康増進課へ

※受診券は郵送または窓口で交付しています。
 健康増進課　☎ 616-7272

 ６月30日㈬、７月14日㈬・30日㈮ほか
  市医師会健診センター（南館）
  すこやか健診と子宮頸

けい

がん検診のセット健診
  20～39歳の女性のうち、①本年度偶数歳の方②令和
２年度に子宮頸がん検診を受診していない奇数歳の方
（②の方は事前に健康増進課で申請が必要）各日先着
30人
 3,100円

※ 市民税非課税世帯・生活保護世帯の方は、健康増進課
での事前申請により1,500円
  健診の15日前までに、電話で市医師会健診センター
（☎645－7222）へ

※１歳以上未就学児の託児有り（先着10人。要予約）
 健康増進課　☎ 616-7272

 ６月24日㈭午前10時20分～11時20分
　（午前10時から受け付け）
  元木公民館３階講堂
 市保健師、運動普及推進員
 20歳以上の方先着20人
 40円（保険料）
 室内用運動靴、タオル、飲み物（水）
  ６月４日から、電話で健康増進課へ
 健康増進課　☎ 616-7271

  ６月17日㈭午前10時～11時
　（午前９時30分から受け付け）
  霞城セントラル3階視聴覚室
 栄養講話「ポイントは量・バランス・時間」
 20歳以上の方先着15人
 健診結果票、電卓
  電話で健康増進課へ
 健康増進課　☎ 616-7273

　自分の歯を健康に保つことは自分の体を健康に保
つことにつながります。
　自分の歯でいつまでも楽しく食べるために、虫歯
や歯周病を予防しましょう。
 健康増進課　☎ 616-7271

　６月末時点で5000ポイント以上ためた方を対象に、７月に前期抽選を実施します（5000ポイント／１口）。
　歩数以外のポイントを介護予防手帳等でためている方は、申請をお願いします。令和３年１月１日以降にためたポイン
トを加算します。今回申請しないポイントは、後期抽選へ持ち越すことができます。
　アプリ参加の方は、申請の必要はありません。抽選の当選本数等は市ホームページでお知らせします。
  ６月21日（必着）までに、ポイント手帳等の対象ページをコピーし「氏名、電話番号、住所」を
記入の上、健康増進課へ郵送

※ポイントをためた日付を必ず記入してください。
 健康増進課　☎ 616-7271

ママパパ教室

歯周疾患検診

レディース健診

ストレッチ体操体験教室 栄養バランスアップ講座
～血糖値にやさしい食習慣を身につける～

6月4日～１０日は「歯と口の健康週間」

健康ポイント事業ＳＵＫＳＫ（スクスク）前期抽選・ポイント申請

生
活
の
す
す
め

　
山
形
市
民
の
健
康
寿
命
を
損
な
う
３
大
原
因
は
認
知
症
・

運
動
器
疾
患
・
脳
卒
中
で
す
。
こ
の
う
ち
「
認
知
症
」
と
い
う

用
語
は
病
名
で
は
な
く
、「
知
的
機
能
低
下
」
を
意
味
す
る
症

状
名
で
す
。
認
知
症
を
来
す
疾
患
の
筆
頭
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
種
多
様
な
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
治
療
に
よ
り
症
状
が
劇
的
に
改
善
す
る
病
気
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
疾
患
の
一
つ
と
し
て
、
甲
状
腺
機
能

低
下
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
甲
状
腺
は
首
の
前
側
に
あ
る
チ
ョ
ウ
の
形
を
し
た
内
分
泌（
ホ

ル
モ
ン
）
器
官
で
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
合
成
し
血
液
中
に
分

泌
し
ま
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
脳
神
経
細
胞
を
含
め
全
身
の

細
胞
を
活
性
化
し
ま
す
の
で
、
俗
に
「
や
る
気
ホ
ル
モ
ン
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
低
下
し
た

状
態
が
甲
状
腺
機
能
低
下
症
で
す
。
甲
状
腺
機
能
低
下
症
を

来
す
原
因
疾
患
と
し
て
最
も
多
い
の
が
慢
性
甲
状
炎（
橋
本
病
）

で
す
。
女
性
に
多
い
病
気
で
、
軽
症
例
も
含
め
る
と
40
歳
以

上
の
女
性
の
20
人
に
1
人（
５
％
）は
橋
本
病
と
の
こ
と
で
す
。

脳
の
症
状
と
し
て
「
気
力
が
な
い
」、「
物
忘
れ
」
な
ど
の
症
状

を
来
し
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
顔
・
手
足
の
む
く
み
、
皮
膚

が
カ
サ
カ
サ
に
な
る
、
発
汗
が
少
な
い
、
脱
毛
、
声
が
か
す
れ

る
、
声
が
低
く
な
る
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
身
体
症
状
も
認
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
血
液
検
査
で
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
く
な
り
ま
す
。
健
康
診
断
な
ど
で
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

が
あ
り
、
脈
拍
数
や
心
拍
数
が
少
な
く
（
徐
脈
）、
元
気
が
な

い
（
疲
れ
や
す
い
）
と
訴
え
る
女
性
の
場
合
に
は
、
甲
状
腺
機

能
低
下
症
の
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
精
査
の

結
果
、
血
中
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
値
が
低
下
し
て
い
れ
ば
診
断

が
確
定
し
ま
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
薬
の
経
口
投
与
に
よ
り
脳

機
能
や
身
体
機
能
は
劇
的
に
改
善
し
ま
す
。

　
「
気
力
が
な
い
」、「
物
忘
れ
」
な
ど
の
症
状
で
認
知
症
と
診

断
さ
れ
て
も
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

決
し
て
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
疾
患
の
一
つ
で
す
。

山
形
市
保
健
所
長　
加
藤　
丈
夫

治
療
可
能
な
認
知
症
：
甲
状
腺
機
能
低
下
症

６ 月 の 相 談
市民相談
 市民相談課 ☎内線 240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日 午前9時～午後4時

人権・困り事相談
8日㈫ 午後1時～4時

土地境界に関する相談
10日㈭ 午前10時～午後3時

行政書士相談
14日㈪ 午前9時～午後4時

行政に関する相談
15日㈫ 午前10時～午後3時

登記手続相談
16日㈬ 午前10時～午後3時

※予約不要

消費生活相談
 消費生活センター ☎ 647-2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時

消費生活法律相談
24日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ふれあい総合相談
 市社会福祉協議会 ☎ 645-8177

困りごと相談
月～金曜日 午後１時～４時

年金相談
8日㈫ 午後１時～４時

税金相談
9日㈬ 午後１時～４時

人権相談
17日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※ 当日正午から、電話（☎645-8061）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

総合学習センター教育相談
▶とき…  月～金曜日 午前10時～午後４時
▶ところ… 総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645-6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み相
談をお受けします。（受け付けは午後３
時30分まで）
※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）
▶とき…  月～金曜日 午後１時～５時
▶ところ… 青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631-4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談
▶とき…  13日㈰ 午前10時～正午
▶ところ… まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688-3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談
▶とき…  月～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分
▶ところ… 家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641-3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談
▶とき…  2日㈬・16日㈬
　　　　午前11時～午後３時
▶ところ… 国際交流センター
▶問い合わせ…☎647-2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮語
（ベトナム語、タガログ語、ポルトガル
語、インドネシア語での相談は要予約）。
専門相談では、在留資格、帰化、永住、
婚姻、外国からの呼び寄せ等の相談を
受け付けます。
※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

各種相談
企業の経営相談
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶とき… 月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ… 売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616-7900
※相談には事前の予約が必要です。

ファーラ相談室
 市男女共同参画センター
（ファーラ）☎ 645-8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時

法律相談
11日㈮・18日㈮・25日㈮
午後４時～６時

思春期から更年期までの相談
助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。
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。

脳
の
症
状
と
し
て
「
気
力
が
な
い
」、「
物
忘
れ
」
な
ど
の
症
状

を
来
し
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
顔
・
手
足
の
む
く
み
、
皮
膚

が
カ
サ
カ
サ
に
な
る
、
発
汗
が
少
な
い
、
脱
毛
、
声
が
か
す
れ

る
、
声
が
低
く
な
る
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
身
体
症
状
も
認
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
血
液
検
査
で
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
く
な
り
ま
す
。
健
康
診
断
な
ど
で
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

が
あ
り
、
脈
拍
数
や
心
拍
数
が
少
な
く
（
徐
脈
）、
元
気
が
な

い
（
疲
れ
や
す
い
）
と
訴
え
る
女
性
の
場
合
に
は
、
甲
状
腺
機

能
低
下
症
の
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
精
査
の

結
果
、
血
中
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
値
が
低
下
し
て
い
れ
ば
診
断

が
確
定
し
ま
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
薬
の
経
口
投
与
に
よ
り
脳

機
能
や
身
体
機
能
は
劇
的
に
改
善
し
ま
す
。

　
「
気
力
が
な
い
」、「
物
忘
れ
」
な
ど
の
症
状
で
認
知
症
と
診

断
さ
れ
て
も
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

決
し
て
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
疾
患
の
一
つ
で
す
。

山
形
市
保
健
所
長　
加
藤　
丈
夫

治
療
可
能
な
認
知
症
：
甲
状
腺
機
能
低
下
症

６ 月 の 相 談
市民相談
 市民相談課 ☎内線 240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日 午前9時～午後4時

人権・困り事相談
8日㈫ 午後1時～4時

土地境界に関する相談
10日㈭ 午前10時～午後3時

行政書士相談
14日㈪ 午前9時～午後4時

行政に関する相談
15日㈫ 午前10時～午後3時

登記手続相談
16日㈬ 午前10時～午後3時

※予約不要

消費生活相談
 消費生活センター ☎ 647-2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時

消費生活法律相談
24日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ふれあい総合相談
 市社会福祉協議会 ☎ 645-8177

困りごと相談
月～金曜日 午後１時～４時

年金相談
8日㈫ 午後１時～４時

税金相談
9日㈬ 午後１時～４時

人権相談
17日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※ 当日正午から、電話（☎645-8061）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

総合学習センター教育相談
▶とき…  月～金曜日 午前10時～午後４時
▶ところ… 総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645-6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み相
談をお受けします。（受け付けは午後３
時30分まで）
※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）
▶とき…  月～金曜日 午後１時～５時
▶ところ… 青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631-4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談
▶とき…  13日㈰ 午前10時～正午
▶ところ… まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688-3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談
▶とき…  月～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分
▶ところ… 家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641-3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談
▶とき…  2日㈬・16日㈬
　　　　午前11時～午後３時
▶ところ… 国際交流センター
▶問い合わせ…☎647-2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮語
（ベトナム語、タガログ語、ポルトガル
語、インドネシア語での相談は要予約）。
専門相談では、在留資格、帰化、永住、
婚姻、外国からの呼び寄せ等の相談を
受け付けます。
※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

各種相談
企業の経営相談
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶とき… 月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ… 売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616-7900
※相談には事前の予約が必要です。

ファーラ相談室
 市男女共同参画センター
（ファーラ）☎ 645-8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時

法律相談
11日㈮・18日㈮・25日㈮
午後４時～６時

思春期から更年期までの相談
助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。
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